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本論文は、人の移動現象 に社会心理学の立場 か らアプ ロー チ した ものである。対象 は、戦後
の沖縄か らボ リビア共和 国に移住 し 「オ キナ ワ移住地」 をつ く りあげた人 々である。 入植 者の
多 くが1960年 代 か ら70年 代 にか けて隣国の都市 ブエ ノスアイ レス とサンパ ウロへ移動 した。 ま
た1980年 代 以降は、オキナ ワ移住地、サ ンパ ウロ、ブエ ノスアイ レスか ら日本への出稼 ぎが生
じた。 この よ うな移動 の結果 、南米各地 と日本 を結ぶ移動ネ ッ トワークが現 出 し、移動 先では
互助集団がつ くられ てい る。 この南米各地 と 日本へ広 がった移動 の展 開が本論文の研 究枠組 み
である。
一215一
フィール ド調査 は、1994年 か ら1998年 にかけて南米各 地 と 目本で断続 的に行 った。本論 文で
は、オキナ ワ移住地 出身者 の歴 史的展 開を叙述 しつつ、以下 の三つ の研 究課題 について検討 し
た。① 民族 的カテ ゴ リー の機能 、② 民族的アイデ ンテ ィテ ィの変容過程 、③移 民の共 同態編成
であ る。本論文 は、以 下に要約す る7つ の章か らなる。
第一章 では三つ の研究課題 を詳述 し、本研究の意義 を示 した。
① 民族 的カテ ゴ リー の機能:民 族 的カテ ゴ リー とは人 を分類す るために用 い られ る名義的 カ
テ ゴ リー である。 まず 、民族 的カテ ゴ リー の基底 にあるメカニ ズム として、カテ ゴリー化 が環
境刺激 の低減 とい う認知作用 をもつ こ と、それに関連 して多民族状況下では階級 な どよ りも民
族 的カテ ゴリー を用い た人 の分類 が利用 しやすい とい う知見が あることを述べ た。 しか し、そ
れだけではフィール ド場面 における民族的カテ ゴ リーの動態 を理解す ることはできない。本研
究では、そのよ うな認知作用 を前提 とした うえで、民族 的カテ ゴ リーの手段性 ・機 能性 を検討
す る。
② 民族 的アイデ ンテ ィテ ィの変容過程:民 族的アイデ ンテ ィテ ィは、民族 的カテ ゴ リー を用
いて構築 され る。民族的 アイデ ンテ ィティの変容過 程に関す る社会心理 学的研究の一っに発達
段 階モデル がある。一方、その よ うなモデル が不適切で あるこ とを示す知見 も提 出 されてい る。
これ らの諸研究 を概観 して、民族的 カテ ゴ リー をめ ぐる自己 一他者 関係 に焦点 をあてて民族 的
アイデ ンテ ィテ ィを解 明す る必要性 を指摘 した。そのた めに本研究では、移動前か ら移動後 に
いた る民族的 アイデ ンテ ィテ ィの変容過程 を、民族 的カテ ゴ リー をめ ぐる 自他関係 に着 目して
検討す る。
③移 民の共 同態編成:移 民は移動 に際 して情報 交換 を行 い、移動先 には頼 るべ き人物がお り、
人材 リクルー トを行 う斡旋者が活躍す る。隣接領 域の先行研 究 を概観 して、移動ネ ッ トワー ク
の分析単位 として く情報交換関係 〉、〈頼 る一頼 られ る関係 〉、 〈人材 リクルー ト制度 〉、〈
イ ンフォーマルな研 修制度 〉を設定 した。 さらに移動先では経済的講集 団や 同業者組合 な どの
移民集団が作 られ る。 これ らの移 動ネ ッ トワー クや移 民集 団を本研 究で は 「共同態」 と総称す
る。本研究では、共同態 を社会的資源 と捉 えた うえで、移動 の際に果 たす機 能を検討す る。
また、移 民の共同態が経 済的機 能 を果 たす場 合 には、 「エスニ ックな資源」 として概念化 さ
れて きた。 しか し、移 民の共同態で あって も出 自が成員 の結合原理 にな っている とは即断で き
な い。本 研 究 で は、移 民 の 共 同 態 の結 合 原 理 が 出 自な どの 匿・名 的 な集 団 成 員 性(group
membership)に よるのか、あるい は対面的 な個人関係(interpersonalrelationship)に よるの
か も併せ て検討す る。
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第二章では、沖縄系ボ リビア移 民の歴史 的展 開の全体動 向 を示 した。
まず、戦後の沖縄か ら移民が送出 された背景 を説 明 した。敗 戦後の沖縄 では海外 引揚 げ者 に
よる人 口過剰 が発生 していた。 さらに当時 の沖縄 では米 国の強権 支配 が行われ、一方、ボ リビ
ア在住 の沖縄系戦前移民 が移住実現のた めに尽力 した。か くして、1954年 か ら1964年 にか けて
約3200名 がボ リビア共和国の東部熱帯平原 に入植 し、「オキナ ワ移住 地」を作 り上げた。 しか し、
オキナワ移住 地は1960年 代 に度重 なる水害や旱越 に見舞 われ た。1970年 代 には換金作物導入が
失敗 し、移住者 は大 きな負債 を抱えた。 また営農 の大規模化 が不可欠 であるために、オ キナ ワ
移住地 は恒常的に過剰 人 口を排 出せ ざるをえない構造的必然性 を もっていた。
このよ うな状況下での人 口流出を統計資料 によ り示 した。1960年 代 か ら70年 代 にか けて入植
者 の約八割 が転 出 した。 主要な移動先 は隣国の都市サ ンパ ウロとブエノスアイ レスだ った。約
一千名がサンパ ウロに移動 し
、約 六百名 がブエ ノスアイ レスに移 動 した。 さらに1980年 代 には
日本 の好景気 に対応 して 日本 出稼 ぎが発生 した。
次 に、オ キナ ワ移住 地か ら転 出す る際に利 用 され た対 人資源 につ いて面接調査結 果 を示 し
た。移 動初期 には多様 な対人 資源 が利用 され るが、移動先 にオ キナ ワ移住地 出身者 が増加 す る
につれて、家族 ・親族 を頼 る移動 に収敏 してい った。
第三章では、アルゼ ンチ ンの首都 ブエ ノスアイ レス にお けるオキナ ワ移住地出身者 の展開 を
詳述 した。
まず、初期適応段階におけ る職種選択 にっいて検討 した。ブ エ ノスアイ レスにおけ る 日系人
の生業は戦前 よ りクリーニ ング店 が中心で、女性の一部 には美容室経営がみ られ る。 オキナ ワ
移住地出身者 がク リーニ ング店や美容室 の技術 を習得す る過程 には同郷者のイ ンフォーマルな
研修制度 が存在 していた。 その よ うなイ ンフォーマルな研 修制度 の存在 によ り、オキナ ワ移住
地 出身者 は短期間で生 業技術 を身 にっけるこ とがで き、 さらに特定職種への集 中が生 じた。
次 に、経済的適応過程 と講集団 の関連 にっいて分析 した。 まず 、講 システム のシ ミュ レーシ ョ
ンを行 い、その特徴 として、①発起人救済組織 で あるこ と、②金融組織 としての合理性 を もつ
こ と、③組織 が脆弱であ ることを指摘 した。その上でオ キナ ワ移住地 出身者の経 済的適応過程
を生業形態変化 に即 して三期 に区分 し、各期にお ける経 済的講集団の有効性 と限界にっ いて考
察 した。第 一期(1960年 代～70年 代)に おいては講i集団が有効 に機 能 し、当初 は無資本 だった
移住者 が三年前後の短期 間で 自営業経 営者 として独立す る ことを可能 に した。第二期(1980年
代)に おいては、ハイパー ・イ ンフ レー シ ョンに よ り講集 団の有効性はな く、な り、む しろ債務
不履行者 の続 出 な ど社会 的混乱 を 日系人 の間に惹起 させ た。それ が 日本 出稼 ぎの契機 になっ
た。第三期(1990年 代)に おい ては、不況 のために、講集 団は資本調 達組織 ではな く親睦組織
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として維持 されてい る。 この よ うな歴史的展開 を確認 した うえで、経 済的講集 団の事例研 究を
行 った。構成員の属性や加入資格 を検討 し、構成員 の結合原理 を明 らかに した。
さらに、オ キナ ワ移住地 出身者 が結成 した親 睦団体の盛衰 を跡 づけた。親睦 団体活動へ の参
与観察 と面接調査の知見 か ら、親 睦団体活動で表出 され る民族 的アイデ ンテ ィテ ィ と加入資格
につい て明 らか に した。以上 を踏 まえて、親 睦団体 と経 済的講集 団の加入資格 を比較 し、移民
集団 の機能差 と加 入資格 の関係 について考察 した。親 睦団体は出 自が結合原理 となってい た。
そ の一方、経済的講集 団 は 「日本人」や 「沖縄 出身 」 とい うよ うな出 自に もとつ く相互扶助で
はな く、個人関係 にも とつ く信頼性 によ り組織 され てい ることを指摘 した。
また、アルゼ ンチ ン社会 にお ける民族的カテ ゴ リーの動態 について分析 した。 アルゼ ンチ ン
は欧州系移民が人 口の97%を 占め、 日系人は 日常的に 「皮膚 の色」 を標識 に した出 自確認 を迫
られてい る。そ して、 日本人移民への肯定的ステ レオタイ プ、他 のアジア系移民への偏見が流
布 してお り、両者 は標 識 としての 「皮膚の色 」を共有 してい る。 このこ とを背景 に して、 日系
人 が民族的カテ ゴ リー を用いた 自己呈示 を自営業経 営で利用 してい るこξを明 らかに した。
第 四章で は、ブ ラジルのサ ンパ ウロにお けるオキナ ワ移住地 出身者 の展 開を、共 同研究者の
成果 も引用 しなが ら記述 した。サ ンパ ウロ市内のカ ロン地 区に約一 千名 の 日系人が居住 してい
る。 まずオキナ ワ移住 地出身者 がカ ロン地区に流入 した経緯 を跡 づけた。
次 に、経済的適応過程 の分析 を行 った。カ ロン地 区におけ る 日系人の主生業は縫製 業である。
オ キナ ワ移住地出身者 の職 種分布 とその変化 を示 し、縫製業 を中心 としっっ職種 の多様化 と日
本 出稼 ぎが生 じてい ることを明 らか に した。 そ して、縫製業 と近年 に現れ てきた新職種の特徴
を分析 した。 また、サ ンパ ウロのオキナ ワ移住地 出身者 には大規模経営 を行 う成功者がでてい
る。 このよ うな社 会上昇が実現 された経緯 を、経 済的講集団 、 日系人 コミュニテ ィ内での分業
体制 な どに触れなが ら考察 した。
第三章、第四章をふま えて、ブ ラジル とアルゼ ンチンにお け るオキナ ワ移住地 出身者 の経済
的適応過程 を比較 した。 ともに最初は社会 的資源 を剥奪 され た状況 か ら異郷での都 市生活 を開
始 した。 初期段 階におけ る経 済的講集 団の有効利用 も共通 している。 しか し、アルゼ ンチンで
は、 ク リーニ ング店相 互の過 当競争 を避 けるために 日系人 コ ミュニテ ィの形成が意図的に避 け
られた。また、職種 の特性 か ら一店舗 以上の事 業拡大 は困難 であった。 しか し、サ ンパ ウロの
縫製 業 とい う職種 では、 日系人 コ ミュニテ ィを形成す るこ と自体が有利 な条件 を作 り出 した。
コ ミュニテ ィ全体 が縫製業 に特化 して分業体制 が整備 された。それが 日系 人縫製 業の競争力 を
強化 し、資本 蓄積 を実現 した。
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第 五章で は、1980年 代以降の、オキナ ワ移住 地出身者 の 日本 出稼 ぎにつ いて詳述 した。
オ キナ ワ移住地 か らの 日本 出稼 ぎは1980年 代初頭 か ら北関東 と神 奈川 一帯で展 開 した。初期
に北関東 と神奈川 に定着 した出稼 ぎ体験者 への面接調 査 か ら、南米 と日本 を結ぶ移 動ネ ッ ト
ワー クが形成 され た経緯、 さらに 日本滞在者相互で情報交換 を行 うことによ り特 定工揚 にオキ
ナ ワ移住地出身者が集 中 した経緯 を報告 した。
1980年 代後 半には横 浜市鶴 見一帯に 日系人が集 中 した。 この地域の特色は、 日本企 業に雇用
され るのではな く、 自 ら会社 を設立す る 日系企業家が出現 してい ることで ある。 この地域 に 目
系人 が集 中す る過程で は、オ キナ ワ移住地 出身者が経営す る旅行社、鶴見在住の沖縄 県人が経
営す る 自営業が大 きな役割 を果た した。 この二っ の主体 が結 びつ くこ とによ り、南米 と目本 を
結ぶ移動ネ ッ トワー クが作 り上 げ られた。 さらに沖縄県人 の 自営業 で技術 を習得 したオ キナ ワ
移住 地出身者が独立 してい くとい うイ ンフォーマル な研修制度 が存在 していた。独立 した 日系
企業家達 は南米各地か ら日系人労働者 を リクルー トし、鶴見へ の 日系人集 中を生 じさせた。オ
キナ ワ移住地出身の企 業家 は 日本語 とスペ イン語 の両方 を話す ことができ、南米 日系人 と日本
社 会の媒介者 としての役割 を担 ってい る。 以上の よ うな過程 にお いて利 用 された移動 ネ ッ ト
ワークの各側面 は、 固定的 な出 自にも とつ く相互扶助 として説 明できる ものではな く、各主体
が合理 的な判断の も とに有効 な対人資源 を選択 している ことを指摘 した。
オキナ ワ移住地 出身者が経営す るのは、建設 業の一種 であ る電設業 であ る。建設業界 には重
層 的下請構造が成立 してお り、そ の末端に位 置す る 日系 電設 業は労働力需給調整 としての役割
を担 わ されてい る。 日系企業家 は重層的下請構造 か ら生 じる様 々な矛盾 に直面 しているが、そ
れに対 して 日系企業家相互で経 済的講集 団 を組織 して 日常生活のなかか ら対抗手段 を創造 して
い る。
さらに労働現場で の参与観察 か ら日系人の労働 過程 を素描 した。1990年 代 における不況 の深
刻化 とともに民族的カテ ゴ リー を用いた 日系人労働者 の選別 が行われてい る。 それ に対 して 日
系人 労働者 は労働現場 と私生活領域での 自己呈示を使 い分 けて対処 してい ることを考察 した。
第 六章 では、オ キナ ワ移住地 で生育 し、青年期 に 日本 へ出稼 ぎに行 く 日系二世 につ いて詳述
した。
まず、二世が生育す るオ キナ ワ移住地の多民族状況について記述 した。ア ンデ ス高地か ら下
山してきた先住民や メステ ィー ソがオ キナ ワ移住地 に流入 した経緯 に触れた うえで、オキナ ワ
移住 地では 日系人 とボ リビア人 が相対的 自立性 を保 ってい るこ とを示 した。移住地 内では、 日
系人 とボ リビア人 は別居住 区に暮 らす。また両集 団の経 済格 差が存在 す る。
さらに、各集 団 は民族的 カテ ゴ リー によ り分類 され、ステ レオ タイプの相 互付与 が発生 して
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い ることを報告 した。 日系人は、一世 だけでな く二世 も含 めて、ボ リビア社会か ら 「日本人」
あるいは 「外 国人」 としてカテ ゴリー化 されている。
次 に、 この よ うな多 民族状況 と1980年 代 以降の 日本 出稼 ぎが 日系二世の社会化過 程 に与 えて
い る影響 を、日系人 中学生 とボ リビア人中学生 に実施 した質問紙調 査か ら概観 した。対人 関係 、
将来展望 な どを示 しなが ら、 日系人 中学生 とボ リビア人 中学生 の社会化過 程 を比較 した。 同 じ
学校 に通学 してい るに も関わ らず、 日系人中学生 の社会化過程 はボ リビア人 中学生 とは大 き く
異なってお り、 日本社会 の強 い影響が あ らわれていた。
以上を踏 まえた うえで、 日系二世が ボ リビアで構築す る民族的アイデ ンテ ィテ ィと、それが
日本 体験 によ り変容 してい く過程 を面接調査結果か ら考察 した。 日本に行 くまでは 「血 筋」 に
もとつ いて民族的 アイデ ンティテ ィを構築す る。代表的な もの は 「日本人 の子供 は 目本 人」 と
い うアイデ ンテ ィテ ィ構築 である。それは 「日本人」 あるいは 「外国人」 としてボ リビア社会
か らカテ ゴ リー化 され るこ ととも整合 的であ る。 「ボ リビアで生 まれ たか らボ リビア人 」 とい
う見方 も持 ってい るが、上 に述べ たよ うなオキナ ワ移住地の状況下で 自己を意 味づけ るのには
有効性 をもたない。 しか し日本 に行 くと、日本社会か ら 「外国人」としてカテ ゴ リー化 され る。
それが、移動前 の 「日本人」 としての民族 的ア悉デ ンテ ィテ ィと齪齪 をお こし、民族 的アイデ
ンテ ィティの再構築が行 われ てい た。再構 築 され た民族的アイデ ンテ ィテ ィの内実 は、各 人の
将来展望や配偶者 な どによ り多様 であ り、個性化が生 じていた。
第七章 では、第二章か ら六章 までの知見にっいて総合的考察 を行 うとともに、今後 の課題 に
ついて述べ た。
民族的 カテ ゴ リーの使用 に機能性が現れ るのは、マジ ョリテ ィが経済行 動に リンク させ て民
族 的カテ:ゴリー を執行す る場面で あった。 アルゼ ンチ ンにお ける自営業経 営でみ られ た民族的
カテ ゴリー の使用 は、マ ジ ョリテ ィ社会のカテ ゴ リー化 への対処行動 と.いう側面 がある。 日本
では不況の深刻化 とともに、民族的カテ ゴ リー を用いた 日系人労働者 の選別 が行 われ、それ に
日系人労働者 は対処 していた。
民族的アイデ ンテ ィテ ィの解体 ・再構築の契機 となるは、移動 に よるマ ジ ョリテ ィ社会 が執
行す るカテ ゴ リー化の変化 だった。マ ジ ョリテ ィ社会のカテ ゴリー化 の変化 が民族的アイデ ン
ティティに強い影 響 を与 えるのは、それが集合的な ものであ り、個人 がそれ を拒否 した り変更
した りす るこ とが容易で ないか らで ある。
民族的カテ ゴ リー において も民族的アイデンテ ィテ ィにおいて も、マ ジ ョリテ ィ社会 のカテ
ゴ リー化が大 きな役割 を果 た していた。 しか し、 これ らのカテ ゴリー化 は集合的で るあが ゆえ
に、厳密 に捉 えるのが難 しい。今後は、その集合的な作用 を分析 できる研究手法が必要で ある
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こ とを指摘 した。
また、各展 開にみ られ た移 民の共 同態について考察 した。 移動時に利用 され た対人 資源や経
済的講集 団は、対面 的な個人関係 を結合原理 としていた。 その一方で、異郷 の地 でのイ ンフオー
マルな研修制度や 人材 リクルー ト制度 には、出 自的な面 もみ られた。 しか し、その場合 で も固
定的な出 自に もとつ く互助活動 ではな く、 自己の多元的な 出 自か ら有効な レベル を選 択 し、そ
こか らネ ッ トワー クや集 団を創造 していた。 出 自による相互扶助 とい うだ けでは現象 の説 明に
なっていない。移 民は、社会的資源が剥奪 された状況 に対処す るた めに共同態 を編成 す る。今
後は、異郷 の地 で生き抜 くとい う観点か ら、共同態 を創 造す るく過程 〉を解 明す ることが重要
であ ることを指摘 した。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論文は、南米 ボ リビア共和 国に戦後創 設 されたオ キナ ワ移住地への移住者 とその二世のア
ルゼ ンチ ン、ブラジルへ の再移住 、 さらに 日本への 出稼 ぎ移動現象 を対象 に して、多民族状況
下での民族 的カテ ゴリーの機能 、民族的アイデ ンテ ィテ ィの変容、移民 の共 同態編成 について
社会心理学の立場 か らアプ ローチ した成果 の集成で ある。7章 で構成 されてい る。
第一章 「課題」 では研 究課題 を3点 に集約す る。第1は 民族 的カテ ゴ リー の機 能で 、カテ ゴ
リー化の認 知作用 とともにその手段性 ・機能性 に注 目す る。第2は 民族 的アイデ ンテ ィテ ィの
変容 過程 で、 自己一他者 関係 に焦 点をあてて解 明 しよ うとす る。第3の 課題、移 民の共 同態編
成では、移動ネ ッ トワーク と経 済的講集 団に注 目し、移動ネ ッ トワー クの切 り口として 「情報
交換関係」 「頼 る一頼 られ る関係 」 「人材 リクルー ト制度 」 「イ ンフォーマル な研修 制度」 を設
定す る。
'第
二章 「オキナ ワ移住 地 と移動 ネ ッ トワー ク」 では、沖縄 系ボ リビア移民 の40年 間 の歴史的
展開が概 説 され る。 戦後の沖縄 か ら移 民が送 出 され た背景 、約3200名 が ボ リビア共和 国の東部
熱帯平原 に入植 して 「オキナ ワ移住 地」 を作 り上げた経緯 、入植者 の8割 が転 出を余儀 な くさ
れた 自然 ・経 済条件 をた ど り、アルゼ ンチン、ブラジルへ の再移住、そ の後の 日本へ の出稼 ぎ
の必然性 と、そ こで活用 され た多様 な対人資源 を分析 してい る。
第三章 「アルゼ ンチ ンにお ける展開」では首都 ブエ ノスアイ レスにお けるオ キナ ワ移住地出
身者 の展開 を跡 づけ る。 初期適応 段階でク リーニ ング店 に職種 が集 中 した背景要因 として、同
郷先行移民のネ ッ トワー ク とイ ンフォーマル な研修制度 によ る技術習得 の容易 さをあげ、っつ
いて経済的適応過 程 と経済的講集団の関連 を分析す る。経 済的適応過程 を生業形態の変化 に即
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して三期に区分 し、各時期 にお ける経済的講集団 「模合」 の有効性 と限界 を明 らか にす る。 さ
らに親 睦団体活動 の盛衰 が綿密 な事例研究 をも とに考察 され、親睦団体が出 自を結合原理 とす
るの に対 し、経 済的 講集 団は個人 関係 に も とつ く信 頼性 に よ り組織 され てい る ことを指摘す
る。欧州 系移 民が圧倒 的マジ ョリテ ィであるアルゼ ンチ ン社会での民族的カテ ゴ リーの動態分
析 か ら、 目系人 は 日常的に 「皮膚 の色」 を標識 に した 出 自確認 を迫 られ、 日本 人移民への肯定
的ステ レオ タイプ、他 のアジア系移 民への偏見 が流布 している構造の 中で、 日系人が民族 的カ
テ ゴ リー を用 いた 自己呈示 を自営業経 営で利用 してい るこ とを明 らか に してい る。
第四章 「ブラジル におけ る展開」では、オキナ ワ移住地 出身者がサ ンパ ウロ市のカ ロン地区
へ流入 した経緯 と経済的適応 過程 を追跡 してい る。移動初期 の縫製業への集 中か ら職種の多様
化へ、 さらに 日本 出稼 ぎが生 じて くる様態 を明 らかに した上 で、オ キナ ワ移 住地 出身者 に縫製
業の大規模;経営成 功者 が続 出 して くる経緯 を、経済的講i集臥 目系人 コ ミュニテ ィ内 での分業
体制 な どか ら考察す る。以上 をふま えて、ブラジル とアルゼ ンチ ンにお けるオ キナ ワ移住地 出
身者 の経済的適応過程 が比較 され る。社会 的資源 を剥奪 され た初期段階 にお ける経済的講集団
の有効利用は共通 してい るが、アル ゼ ンチンでは 日系 ク リーニング店相互 の過 当競争 を避 ける
ために 日系人 コ ミュニテ ィの形成が意 図的に避 け られ たのに対 し、サ ンパ ウロで の縫製業 とい
う職種 は 目系人 コ ミュニテ ィが形成 され る条件 をつ くりだ し、 コミュニテ ィ全体が縫製業 に特
化 して分業体制が整備 され、 日系人縫製 業の競争力 を強化 し資本蓄積 を実現 した とす る。
第五章 「日本にお ける展開」では、アル ゼ ンチ ンや ブラジル再移住者 も巻 き込 んだオキナ ワ
移住地 出身者の1980年 代 以降の 日本 出稼 ぎの動態 が詳述 され る。南米 と目本 を結ぶ移動ネ ッ ト
ワー クの形成過程、 目本滞在者相互の情報 交換 に よ り、北関東 と神奈川 、 とくに横浜市鶴見地
区一帯 にオ キナ ワ移住地出身者が集 中 して くる経緯 が明 らかに され る。 この地域 のオキナ ワ移
住地 出身者の特色 は、 日本企業 に雇用 され るだけではな く、 自ら会社 を設立す る 日系企業家が
出現 してい るこ とにあるが、 この実現 には電設 業のイ ンフオーマル な研修制度 、 日系人 労働者
の人材 リクルー ト制度が寄与 してい ることを豊富なデー タで跡づ ける。オ キナ ワ移住地 出身者 ,
の経 営す る電設業 は重層的下請構造 をもつ建設 業界の末 端に位置 して労働力需給調整 の役割 を
担 うが、 日系企業家は相互 に経済的講集 団を組織 して対抗 手段 を創造 している。 日本社会 か ら
の民族的カテ ゴ リー を用いた労働者 の選別 に対 して、 日系人 労働者 は労働現場 と私生活領域で
の 自己呈示 を使 い分 けて対処 してい る実態 を労働 現場で の参与観察 を も どに明 らかに してい
る。
第六章 「日系二世の社 会化 過程 と民族 的アイデ ンティテ ィ」 は、オ キナ ワ移住地 で生 育 し、
青年期 に 日本へ出稼 ぎに行 く日系二世 についての事例研 究であ る。 オキナ ワ移住 地では 日系人
とボ リビア人が相対的 自立性 を保 ち、各集 団は民族 的カテ ゴ リーによ り分類 され ステ レオタイ
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プの相互付与が発 生 し、日系人はボ リビア社会か ら 「日本人」としてカテ ゴ リー化 されてい る。
まず、対人関係 、将来展望な どに注 目して 日系人 中学生 とボ リビア人中学生を比較す る ことに
よ り、多民族 状況下 にお ける社 会化過程 を検 討す る。 つづいて 日系二世 がボ リビアで構築す る
民族 的アイデ ンテ ィテ ィが 日本 体験に よって変容 してい く過程 について事例研 究をお こな う。
移住地で はボ リビア人 との対比か ら 「日本 人」アイデ ンテ ィテ ィが保持 され ることが多い。 し
か し、 日本において は外国人 とみな され ることによ り民族 的アイデ ンテ ィテ ィの再構築 を迫 ら
れ、 「日系人」 あるい は 「ボ リビア人」アイデ ンテ ィテ ィが生 じて くる。 この過程 が多数 の事
例研 究 を通 して明 らか にされてい る。
第七章 「総合的考察」で強調 され るのは、マ ジ ョリテ ィが経済行動 に リンクさせ て民族 的カ
テ ゴ リー を執行す る場面で民族 的カテ ゴ リーの使 用に機 能性 が現れ ること、民族 的カテ ゴリー
の使用 はマ ジ ョリテ ィ社会のカテ ゴ リー化 への対処行動 とい う側 面を もっ ことである。 民族的
アイデ ンテ ィテ ィの解体 ・再構築 の契機 とな るは、マジ ョリテ ィ社会 が執行す るカテ ゴリー化
の変化 だ とす る。移民 の共 同態 にっいての考察では、移動 時 に利用 され た対人資源や経 済的講
集 団は対面的 な個人 関係 を結合原理 とす るが、異郷の地でのイ ンフォーマル な研修制度や人材
リクルー ト制度 には出 自的 な面がみ られ る。そ の場合で も固定的な出 自に もとつ く互助活動 で
はな く、 自己の多元的 な出 自か ら有効 な レベル を選択 し、そ こか らネ ッ トワー クや集 団を創造
してい く。社会的資源 が剥奪 され た状況 に対処す るた めに移民 は共同態 を編成す るとの結論 を
導 く。
以上 の よ うに本研究 は、国境 を幾度 も越 えて集合離散す る沖縄系移 民の40年 にお よぶ共同態
編成 の変遷 、生活 ス トラテ ジー の模索 、民族的 アイデ ンテ ィテ ィの変容 を、ボ リビア、アルゼ
ンチ≧、ブラジル 、そ して 日本で のフィール ドワー クを通 して丹念 に追跡 してい る。 これ らの
課題へ社会心理学 か らアプ ローチす る際 の視点 が明示 されてお り、 さ らに課題 に応 じて、観察
法、面接法 、質問紙法 、統計資料 を 自在 に駆使 した事例研究 と全体動 向の把握 は詳得力 をもつ。
と りわけ、 日本へ の出稼 ぎ青年層 が多数就労す る電設業 の工事現場で共 に働 いて得 られた参与
観察 の知 見は、アンケー トな どの通 常の手法で は把握 の因難 な深い 洞察 に満 ちてお り貴重であ
る。調査対象 は限 られ 、収集デー タに疎密 はあるが、労働 力移動が加 速的 に進行す る一方で民
族 間の摩擦 が多発す る現代 国際社会 にあって、対象へ密着 して収集 した本研究の成果は研 究ス
タンス とともに高 く評価 でき る。
よって、本論 文の提 出者 は、博 士(文 学)の 学位 を授与 さiれるに十分 な資格 を有す ると認 め
られ る。
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